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 あさってから中間テストです。今まで何度も「提出物を期限通りに出せない人が

多いのが７６期生の課題」と言ってきましたが、委員長が話し合って、「未提出０」

を各クラスでめざそうということになりました。中間テスト後にクラスごとに

提出率を集計します。テストまでにやりきろう！ 

 

体育大会の感想 ② 
★中学校初の体育大会が始まり、不安や緊張でいっぱいでした。ぼくは美化委員な

のでいろいろな仕事があり、とても大変なのでうまくできるか、失敗して他人に

迷惑をかけないかなど、さらに不安になって開会式が始まりました。暑い中で話

を聞きながら姿勢をよくしているのはとても辛かっ

たです。ですがなんとか耐えられて、ラジオ体操も

先生に言われたことを意識してできました。美化委

員の仕事は大変で、ハードルの高さを調節するとき

にとても手こずってしまいました。ですが委員会の

先輩に助けていただいたので何とかやりきることが

できました。バケツリレーやリレーも負けてしまっ

たけれど、一生懸命にやり遂げられたので良かった

と思いました。結果は負けてしまったけれど、楽し

かったので良かったです。               （イラスト ５組 女子） 

（５組 男子） 

 

★予行練習で８００ｍを走ったときに１年の中で最下位で、このままじゃ１年１組

が負けると思って体育大会の１日前練習をして、本番で絶対に最下位だけにはな

りたくないと思いながら走った結果、５位だった。その時はすごくうれしくて練

めざせ！未提出 ０
ゼ ロ

 

１５日（木）   社会・・・（４・６組のみ）歴史の白プリント２ 

         理科・・・白プリント５枚 

１６日（金）   英語・・・ワーク（〇つけをする），授業用ノート 

         数学・・・問題集 P.32～77（答え合わせをする） 

         国語（１・２・３・５組）・・・ワーク（答え合わせをする） 

         国語（４・６組）・・・ワーク P.24～28・32～37・50～59 

                                               62～67（答え合わせをする） 

                    ノート 

 



習していてよかったなと思いました。北中リレーは予行練習のときに走って自分

よりもみんな足が速くて、第１走者目で最初から差をつけられていて、自分がめ

ちゃくちゃ遅いということがわかって練習をしたけど、本番でもやっぱり最下位

でした。しかしその後の２・３年生がどんどんぬかしてくれて、１位にはなれな

かったけど本気を出して全力でがんばったので良かったと思いました。 

来年は今年よりも足が速くなるように努力して良い結果が出せるようにがんばり

たいです。 

（１組 女子） 

 

★初めての体育大会！！縦割りカラーは「緑」。コロナでどうなるか分からなかった

けど無事に出来ることに。学年種目のバケツリレー（アルコール消毒付き）はク

ラスのみんな１位が当たり前とか言ってて結果３位やった。リレーは女子４００

ｍは１位になっていたがその他のリレーは取れなかったけど、クラスが１つにな

れた。応援もしあえたのが良かったと思います。総合は２位だった。学年では５

位で発表されたときは落ち込む子が多かったけど、教室に戻るとみんないつもの

笑顔だったので、それこそが３組だなっと思いました。またいろんなことをクラ

ス３８人で頑張っていきたいと思います。３組のいいところがこれからも出るこ

とを期待したいです！！ 

（３組 女子） 

 

★体育の先生が言うように、できていなかった点もあるけど、みんなちゃんと応援

していて、帰ってくる人たちにも声をかけていて、また自分もそういう声をかけ

られて楽しかったです。そして結果発表のときはドキドキしました。他のクラス

に負けているんじゃないか、とか思ってしまい、もっとドキドキして、結果は優

勝だったので良かったと思います。 

（２組 男子） 

 

★私は走るのがとても苦手で、小学校のときもリレーなどがとてもきらいでした。

中学生になって、様々な種目があり、なるべく自分のクラスの点を落とさないよう

「６０ｍ走」を選択しました。速く走る方法をネットで調べたりして、少しでも自

分にできそうな事はがんばろうとしました。リハーサルで、自分はおもいきり走っ

たけれど、初めてのクラウチングスタートなどもあって、やっぱり最下位になって

しまいました。私は、どうがんばっても最下位になることは、練習しているときに

も分かっていたので、少し悔しかったけれど、仕方な

いと思いました。 

そしてむかえた本番、緊張のあまりリハーサルよりも

少し遅くなってしまったと思いました。最下位だった

けれど、自分は今日までがんばり、本番でも一生懸命

走ることができてよかったです。少し悔いがあるけれ

ど、楽しい体育大会として無事終了したので、よかっ

たと思います。 

（４組 女子）  （イラスト ５組 女子） 


